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概要

①　日本観光産業の不況ー観光と地域経済開発　

②　既存観光政策の不効率性　と　原因
　　２-１　政策決定者の認識不足　
　　２-２　地域の行政区分から生じた問題　
　　２-３　観光政策の歴史

③　提案　：　観光政策　の　分権の必要性
　　３-１　既存観光政策担当の行政　：　集中
　　３-２　観光政策の成功原因　：　責任の分権

④　提案　：　広域の観光プロジェクトに役に立つ行政

にんしき　のふそく
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現場　から生じた成功事例　
　
　①　新潟県高柳町-まちつくり　　　　　　　

　②　山梨県高嶺町-観光広域つくり　　
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　①　新潟県高柳町　

農村
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　　高柳町　：　観光的な成功！　　

人口 2548
世帯数 961

高柳町

入込客数：　（Ｈ１１）　
279,000人
（９０％日帰り・８９％県内・８

％関東）

入込客数（千人）
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Ｓｏｕｒｃｅ　：　日本観光協会
観光地作りの手法　（13年８月）ｐＩＩ－１０８

Ｓｏｕｒｃｅ：　日本観光協会

データ：日本観光協会
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　　成功の原因　　
入込客数（千人）
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1985　：＊“地域づくり町民大学”開始
＊ふるさと開発協議会　

１９９０：＊狐の夜祭スタート

＊かやぶき部屋建設　

１９９５：＊じょんのび村　グランドオープン
＊地区振興ビジョン始動

１９９９：＊じょんのび研究センター

データ：日本観光協会
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　　成功の原因　　

“成功”とは、観光についてだけでなく。。。
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人口：１００（Index)
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高齢者シェアｰ

高齢者のシェアｰ　（高柳町）

データ：市町村自治研究会
全国市町村要覧（S50－H1３)

人口 高齢者（％）
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高齢者のシェア
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データ：市町村自治研究会
全国市町村要覧（H12)
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“ふるさと開発協議会”の戦略：

à　住民のために、町外の人との交流の振興

第１戦略：イベントと施設開発
　　　市民間、プライド（自慢）
つくり

イベントと施設は観光客のためにもなる
！

第2戦略：　住民、町外の人間の交流を増や
す
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個性があるまちつくり

かやぶき 隈研吾様　建築家

プライドを入れる
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à　 イベント開発　（ゼロから！）　：狐祭　　　　
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月別利用者数の変動

8月：狐祭
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à例：住民と観光客のための　施設
“じょんのび”村　「のんびりｰ方言」

２つの客の種類を合わせたので　：
①人件費分担　②収入源の多様化　③交流振興

ホテル

宴会“堂”

温泉
レストラン

別荘
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高柳町例の　まとめ

１９８５から、“ふるさと開発協議会”の会議：15年間のプロセス
　

⇒　住民、民間事業者を運動に連座させる

⇒　地元の個性について、意識作り　：　例えば、「“雪国“の
農村」

れんざ：ｔｏ　ｉｎｖｏｌｖｅ
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　②　山梨県高嶺町
　　　　　　　観光広域つくり　　　　　　　　　
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八ヶ岳広域
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①大泉村

②高嶺町

③長坂町

④小淵沢町

八ヶ岳広域
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八ヶ岳広域

八ヶ岳

広域の主な入口：小淵沢　ＩＣ．
中央高速道路　

人気観光地：清里
宿泊入込客数：４５万人（Ｈ１０）八

ヶ
岳
山
脈
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　　１９５０年代　：　ＫＥＥＰ協会の開拓実験

　　１９８０年代　ＰＥＮＳＩＯＮ　Ｂｏｏｍ　の失敗
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１-　　意識つくり

２-　競争と革新意識の導入　

３-　責任意識を入れる

４-　恒常的な活動機関の必要性

提案　：　広域の観光プロジェクトに役に立つ行政
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①　意識つくり方式　：“わが地元は観光地なれる”

ゴミ

整備されてない

派手な施設
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“競争の振興＝差別“

“平等主義”

競争だけで革新の振興できる

行政の役割　：
①　弱いアクターを手伝う
②　革新者の振興と　③　発見

②　競争と革新意識の導入
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http://www.shokokai-yamanashi.or.jp/~katu_yama/budobas.htm　

③　責任意識を入れる
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始発駅

民間企業
（ぶどう・ワイン）

->時刻表は新宿からの　急行電車と合わせて
->乗金　：　１００円だけ
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④　恒常的な活動機関の必要性

会議出席者人数

こうじょうてき

①

　
準
備
　
段
階

②

Ｂｒ
ａｉｎｓ
ｔｏｒ
ｍｉｎ
ｇ　

（テ
ー
マ
選
択
ー
意
識
つく
り）
　

③

重大な段階：　政策実施
「予算・人材必要！」
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時間ない・予算ない

知恵あり・経験少ない

ボランテイア

観光の専門家

広告・政策
広域計画

リーダー

連携・意志決定

人材（日常の事務）

決定の実施
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土地規制制度　：　５つの法律

農村

①　都市計画法

②　農地法

農地
スプロール化

スプロール化

森

③　森林法
　　（スキー場）

しんりん　　

山脈

④　自然環境法

⑤　原生自然保護区

　　

げんせい

　電線

都市再生本部の導入
http://www.kantei.go. jp/jp/tosisaisei/

（とちきせいせいど）
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宿泊コストの課題

４人家族：

２＊１００００大人２人

３６０００ＴＯＴＡＬ

２＊８０００子供２人

料金　（１泊）

１人当たりの料金設定

“食事を含めているから
１部屋当りの料金設定で
きない”
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ある地域
いくつかのペンション。。。

共同で１つのレストラン
部屋当りの料金設定できる
？！
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部屋の平均的な稼働率は低すぎる
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稼働率
平均：２８％だけ

業務慣行で日本の観光客は皆に同時に休む　
（GOLDEN　WEEK・お盆・正月）

business practise

ホテルの管理者は、
客の来ない時期を見こして、部屋代を高くする　
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「英・独・蘭・仏」

1年を通じて学校の地理的なゾーン休日をずらすことは
効率的な政策。

ホテルの年中稼働率を増やす　

部屋代を安くできる　
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まとめ

• 既存観光政策は効率的ではない

• 成功できる観光政策は現場から生じますが、

• 現場レベルの行政は、県庁と中央政府の手助けが必要
– 効果がある補助金の使い方

– 町村間の競争を防止・広域レベル政策連携

– 既存法律の改革　・　革新振興（送迎。。。）

• 観光広域のための行政機関が必要　（国立公園？）
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終

Merci


